
高校生ものづくりコンテスト２０２１東北大会木材

加工部門が、８月４日・５日の２日間、奥州市の胆江

地域職業訓練センターで開催されました。参加者は、

東北６県代表の７名（開催県２名）です。昨年度の県

大会で優勝した、本校建設環境科３年の大矢陸斗君も

岩手県代表として出場しました。 

高校生ものづくりコンテストは、木材加工のほか、

旋盤作業や電気工事、測量などの７部門で実施されて

います。東北大会第１位の選手は、全国９ブロックの

高校生が一同に会して、「ものづくり」の技術・技能

を競い合う、全国大会への出場権を獲得します。 

東北大会を終えて、大矢陸斗君は、「普段の練習の

成果を出し切ることの難しさを感じました。これから

も、木材加工の技術向上に、励みたいと思います。」

と、全校生徒を前に報告していました。 
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工業高校で学習している「ものづ

くり」の発表の場でもある、高校生

ものづくりコンテストには、上位大

会の「技能五輪」があります。生徒

たちには、卒業後も青年技能者とし

て活躍してもらいたいと思います。 

高校生ものコン東北大会 


